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Foralongtime,black-and-whitephotographshavebeenemployedinscientificpublications,
WiththeexceptlOnSOfspecialcases.
Thepresentcommunication dealswith anapplication offilm videoprocessorandvideo
printertothechromosomeanalyses.Colorprintsobtainedfrom black-and-whitenegativefilm
byusingthevideoprlntSystem WereVerygood-nicestrongcontrast.Itisconsideredthatthe
videoprlntSystem isusefulforchromosomestudies.
緒 言
自然科学関係の学術雑誌では,これまで一般に白黒
写真が使用されカラー写真は制限されてきたが,これ
は印刷費とカラー写真の技術的な問題が原田であっ
た.染色体研究においても蛍光染色 りのようなごく
一部の例外を除いて,コントラス トの強い白黒写真が
使用されてきた.
テレビや一般の新聞も,価格と技術の面から二昔前
までは白黒の世界であったが,現在はカラー全盛時代
で,新聞にまでカラー写真が掲載されるようになって
いる.これらの発展に直接あるいは間接的に貢献して
いる研究者連の発表の場である学術雑誌が,白黒世界
のまま停滞しているのは不思議な現象である.
当研究室では,最近,フィルムビデオプロセッサー
とビデオプリンターだよる"ビデオプリソトシステム"
で,白黒のネガフィルムからカラープリントを作成
し,これをプラナリアや魚類の染色体研究の一部に使
用するようになった (Fig.1).
今回は,学術雑誌に延々と残されてきた白黒神話を
打破する,ビデオプリントシステムの染色体研究への
利用について報告する.
材料および方法
白黒ネガフィルムの-コマを,カラー発色テス トに
使用した.染色体モデルは,山梨県甲斐小泉産のナミ
ウズムシ(DugesL-ajaponicaJaPOntCa)の2n-16の
中期分裂像である.染色体標本はプラナリアのために
改良したエアドライ法2)により作成し,Giemsa液で
染色した.
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Fig.1.KaryotypeofDugesiaJaPOnL'caJaPOnLIca
from Kai-koizumi,YamanashiPrefecture,
2m=16(16M).Arrowindicatessatelite.White
backgroundprint.Middlemagnification:regu-
1arsIZeforchromosomeanalyses.
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白黒フィルムはフジのHRⅡミニコt='-フィルム
で,ニコソの顕微鏡写真装置HFMのASA(ISO)感
度を 12にして自動露出で撮影し,コビナールで5分
間 (20oC)現像した.これは白黒写真で通常おこなっ
ている条件のままで,今回のために特別な処理はして
いない.
フィルムビデオプロセッサーはタムロソのFOTO-
VIXⅢ,ビデオプリソクーは松下電器のVW-VPIO,
また,ベーパーは標準タイプのVW-ISl0 を使用した.
今回は,ビデオプロセッサーのカラー調整 レバーと
絞 りL/バーの操作だけで映像調整をおこない,ビデオ
プリンター側では一切手動調整はおこなわなかった.
一部のプリント作成に,ニコンのA12フィルター
と056フィルターを使用した.
結果および考察
今回使用 したビデオプロセッサーのズームレンズ
紘,低倍側でタル型歪曲収差がやや目立ったが,高倍
側では十分補正されていた (Fig.2).染色体像をプ
リントする場合は,通常,画面中心部に染色体像を配
置するし,低倍では各染色体が小さくて取 り扱いにく
いため中～高倍でプリントするので,このズームレン
ズの歪曲収差は,染色体分析には影響しない.
ビデオプロセッサーの操作とフィルターの組合せ
で,白黒ネガフィルムからプリソトされる染色体の色
や背景色を変えることができるが,背景色を禄にする
と色のにじみが現われ,背景色を青にすると色抜けが
見られた.白黒プリントで黒になる染色体の色は,こ
の装置では背景色に関係なく茶色になり,056フィ
ルターをかけると青色に,A12フィルターでは紫色
になった (Figs.1,3,4).
通常のカラ-写真はコントラス トが弱くて,一般に
染色体研究には不向きであるが,ビデオブリソトシス
テムを使って白黒ネガフィルムから得られたカラーブ
リソト (疑似カラー写真)紘,白黒写真に摩るとも劣
らない強いコソトラス トがあるので,染色体分析用に
十分使えることがわかった.
1■
付随体 (satelite)は低倍でやや不鮮明であったが
(Fig.3),中～高倍になるにつれて鮮明に再現され
た (Figs.1,4).付随体のようなノ､-フ トー ンは,
ビデオプリンターの画質調整の操作を加えると更によ
くなると思われる.
ビデオブリソトシステムの利用は,面倒な暗室作業
から開放されるので,今後,染色体研究において本装
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Fig.2.Ful-sizeprintfordistorion testofthe
zoom lensofvideo processor.A:lowest
magnirication.B:highestmagnificatlOn.
犀の利用が多くなりそうである.しかし,各研究者が
好き勝手な配色をするのは好ましくないので,背景色
は白,染色体の色はフィルターを使わない茶色か,
056フィルター使用による青色か,あるいは A12
フィルター使用によるGiemsa染色に近い紫色が,現
時点で,適当であると考える.
近年,カラー写真の発展進歩と並行してカラー印刷
の技術も飛躍的に進展し,技術開発は白黒との価格差
をも縮小した.これらを可能にしたのは,経験に頼っ
ていた従来q)方法に変わって出現した,コソピューク
制御による自動プリンターのおかげである.
本紀要は時代を先取 りして,数年前から必要に応じ
てカラー写真を掲載するようになったが,これを採用
した勇気は賢明であり,尊敬に値する.
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Fig.3. Colortest･A negative-likedark back-
ground.B:white background.C:green
background.D:bluebackground.E:red
background.F:whitebackground with 056
filter.Arrowsindicatesatelite.Lowestmag-
nification.
今回検討したようなビデオプリントシステムの利用
紘,染色体研究だけでなく,工夫次第で多方面へ応用
できそうである.新しい利用方法に関する報告を期待
ヽ
している,
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Fig.4. Highestmagnification print.A:white
background.B:whitebackground with 056
filter.C:whltebackgroundwithA12filter.
Arrowsindicatesatelite.
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